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PC の実習教育であるため，学生は 1 人 1 台の PC を使用して実習している。先生用 PC で
アンケートボタンを押すと，学生の PC の画面いっぱいにアンケートボタンが表示され，学生
はアンケートに答えない限り PC を使用できないようにした。










下図の143035は，14時30分35秒を表し，1 12 0 0 4 9 は，速い，ちょうど良い，遅い，難
しい，ちょうど良い，簡単の人数を表す。以下同様である。また，143227などグラフが無い
―  ―
講義支援システムなどを利用したリアルタイムアンケートについて
時刻は後述するキャプチャの時刻を表す。
上記グラフを見ると，最初は説明がちょうど良く，次に少し速いと感じ，3 回目には速くて
難しい人が増えた。そのため，速度などを調整し，4 回目に難しい人が減り，5 回目に難しい
人が 1 人になったことが分かる。
本ツールを使用してみて，かなり効果的に授業の速度や難易調整に使えると感じた。今まで
は1.5時間の授業が終わった後に感想を見ると半分以上が難しすぎたり速すぎると感じてい
て，教育効果が著しく低下していたということが何回かあった。本ツールを使えば，授業中に
学生の状況をかなり正確に把握できるので，速度，難易を微調整し，教育効果の低下を最小限
―  ―
国士舘大学情報科学センター紀要 第30号（2009年)
に抑えられる可能性が高いと感じた。
. 今後の課題とまとめ
 キャプチャ
次年度以降に実験を試みる予定であるキャプチャ機能も実装してみたのでここで簡単に説明
する。先生がキャプチャボタンを押すとその時点の全学生の PC の画面と先生の画面を画像フ
ァイルとして保存するという機能である。画像であるためデータをどう処理すべきか考えてい
たが，実際に使用してみると目視でも効果的に利用できることが分かった。以下の図を見て欲
しい。左上隅が先生の画面で他は学生の画面である。一瞥しただけでだいたい同じであること
が分かり，ほとんどの学生が授業についてきていることを確認できる。
本文書は報告書の色合いが濃いので特にまとめは無いが，今回興味深いデータをいくつか得
ることができた。来年度もデータ収集を中心に講義を工夫したいと考えている。また報告でき
る機会があれば報告したい。
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